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衛星画像を用いた大気エアロゾル光学特性と地表面反射特性の同時導出アルゴリズムの実用化
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はじめに
・これまでに、地表面を各種正規化指標（NDVI、NDWI、NDSI)を用いて、「植生」、『水・雪氷J、『土壊」、「都市部」の4つのカテゴリに粗く分類（大分類）し、 ASTERの spectrallibra旬、およ
ぴ、土犠と植生の組み合わせにより作成したミクセルアルペドと比較しながら地表面被覆を特定し、参照アルベドの導出アルゴリズムを開発してきた。
・昨年は、各チャンネルのヒストグラムの分析による分類を加えることにより、アルゴリズムの精度向上を実現した。
・今回、 2001年からのMODISデータを入手したので、アルゴリズムの精度と汎用性を検産するため、分類結果の経年傾向と季節変動を考察した。
・利用データは、2001年から2009年の冬季を除くTERRA/MODIS画像。 6Sコードを用いて大気の吸収のみ繍正したチャンネル 1,2, 3, 4, 6の画像を用いた。
．対象地域！ま、地表面被覆がある程度わかっており、検恒をしやすいと恩われる東京農業大学生物産業学部周辺の網走地域とした。
分光反射率ライブラリによる地表面参照アルベドの導出アルゴリズム
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Digit.iNumbcr _ 各チャンネルの特徴範囲の中央値と、
MODISの各チャンネルのヒストグフム 分光ライブラリ中のメンバを比較し、ス メンバの存在しないグループに
から、差分および2階差分によって特徴 ペクトJレ形状の類似したメンパを分類 は、分光ライブラリから逆引きで
範囲を抽出。全チャンネルの特徴範囲 グループとして割り当てる。このときメ 類似度の高いメンバを割り当てる。
を組み合わせて、分類グループを作成． ンパが存在しないグループが作成され
る可能性がある。
ピクセルの属するグループの中から、
銀小二乗法でピクセルの各チャンネ
ルのアルペドとメンバのアルベドを
比較し、最も一致するメンバのアル
ベドをピクセルのアルベドとする。
対象地域と分類クラス
分光反射率ライブラリの伊l
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道東網走地区を、特徴のある次の6地区に分けて考察する
l斜網地区；圏内有数の畑作地帯であり、パレイショ、コムギ、ビー トの3輸作がおこなわれる．地上被置は季節変化が大曹〈、隼ごとの変化もあると宥え
られる．
2中標海地区．国肉有数の酪良地帯であり、被竃i立教.が主となり季節変化が大曹いと考えられる．
3美幌地区：美幌峠などの景観で知られ、紅業する落葉広葉樹が見られる．
4. l$:別地区：林業の盛んな地減でトドマツ、カラマツ、エゾマツ、スギなどの人工針葉樹林が書く貝られる．
5佐呂間地区 仁頃山（標高830m）など中程度の高さの山地で、量tJ直樹林が見られる．周辺には酪農地帯停が点在する．
6知床半島：エゾマツ、トドマツなどの針叢樹とエゾイ世ヤ‘ミズナラなど落葉広葉樹の混合林が多い．高高度でl立、ダケカンパ、ハイマツなどの亙高山植
物林が主となるが冠曾期間も長い．
分類クラスlま次の物を用いた
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分類後の参照アルベドの年月別傾向 （各月の最も雲の少ない日を掲載）
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・本方法による被覆分類がどの程度の正確さをもつか、検2正する必要がある。
• ASTERライブラリには、日本に存在しない草原土滋（mollisol)等が含まれるが、今回、土犠がそれに分類され場合が多かった。 また、この地域は郷作地が多いため、 E岡田 と土援のミク
セルを準備したが、∞白iferと土壕の混合に分類される犠合が多かった。実測により、土綾ならびに植生のクラスを充実させる必要がある。
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今後の課題
・・米国の分額で日本には鰻いと曾われている．
4月：各年とも molisolに分類される地区が多いが、津
別、佐呂間地区の一部でconiferに分類された箇所が目
立つ．知床半島は冠雪のためか mediumsnow だった．
5月斜網、中標津地区でmollisol(200 l, 2004, 2005, 
2009年）とd配 1め国の混合が見られた．輿幌地区も
moli回l(2004, 2009年）とd田idOl回およびその混合が見
られた．
6月：i斜網地区でdrys岡崎（2001,2002）とdccidousに分
かれた．豊島幌地区lまdecidousが多かったが、2002年のみ
grassに多く分類された．知床半島の高山官官分は coa四e
snow、2001年のみmolisolに分類された。その他の地区
はdccido凶に分類される箇所が多かった。
7月 2003年のみ斜網地域でaridsolが見られた。その他
の地区では、 decidousとg四sの混合が多くみられた．この
時期、蝦夷梅雨と呼ばれる多雨により、雲の影響が少ない
画像が少なかった。
8月全体として植生が多いい傾向で、decidousとg田sの
混合が見られた。斜網地区の纏生lま畑作であるが
decidousの割合が多かった。2006年のみ、中棟津および
佐呂間地区でdrygrassに分類される箇所が多かった．
9月：斜網地区でmol回l(2004, 2009年）やdryg田s(2001,
2003年）が晃られた．作物の収穏と関係していると思われ
る．中繍津地区でg団組とdrygrassの混合が見られた。知
床半島では山脈の北側でconifi町、南側でconi島rと
decidousの混合の境界線がはっきり見られた。
10月：斜網地区で植生の多い年（2002,2006, 2009年）と、
mol回lとなる年に別れた。中標津地区では、 grass、企yg田S
の割合が多かった。知床山脈の高高度部分でmolsolに分
類された。
I l月・全体としてmol回lに分類される割合が治加していた。
網走南部や美幌地区ではandisolに分類される箇所が
あった。斜網地区で植生が復活している年があったので、
鼠分類なのかどうかを確mする必要がある。
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